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※事業推進にあたっては、地域住民や行政との協議を行いながら、目標年次以降も継続的に行っていくものとする。

事業スケール
/コスト

小

福井国体の開催
2018 年

北陸新幹線敦賀開業
2025 年

県都デザイン戦略
長期目標年次

2050 年

街路空間の整備

城址公園の整備

ストリートファニチャー整備 JR 福井駅

城址公園

17,現存する米谷家の防空壕

14,笏谷石製の貯水槽（最大級規模）
13,幕末藩士が学んだ藩学校跡の石碑
12,北陸銀行前の石垣

18,百間堀の石垣
19,旧百閒堀
20,北の庄城跡柴田神社

11,ステンドグラスのある裁判所
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7,莨屋旅館跡石碑
6,俵万智のさくらの一首

3,国嶋清平商店（1510年創業）
2,かざりやタカシマ（1668年創業）

10,狛屋敷跡の石碑

8,一服の清涼剤
9,異人館跡

4,一乗町碑

1,鏡屋（創業400年）

5,愛宕坂（笏谷石）

16,養浩館庭園
15,福井市立郷土歴史博物館

20,北の庄城跡柴田神社

16,養康館庭園

対象地区周辺の歴史資源分布図

福井城址

人々の暮らし

歴史の遺構旬の食材

美しい自然

彩道
彩道

彩道
彩道

福井駅

福井
城址

地区ごとの魅力を再生する４つの彩道をつくるにぎわうにぎわう

中央公園中央公園
市民文化活動の場

福井城址福井城址
歴史情報発信の場

▼天守閣・門・櫓

▼歴史資料館

▼ビジターセンター

▼フリーマーケット

▼屋外コンサート

▼ビアフェスタ

遺構を巡り歴史
を感じる場
遺構を巡り歴史
を感じる場

復元された御廊下橋が、異なる性質をもつ
2つの公園をつなぎ、福井の象徴的な城址
公園として人が集まる場所となる。

御廊下橋でつながる

城址公園城址公園

市民が憩い
活動する場
市民が憩い
活動する場

めぐるめぐる 歴史をつなぐ四季彩の散歩道をつくる

歴史の道
春：桜
夏：紫陽花

歴史の道

秋：紅葉

春：桜
夏：紫陽花
秋：紅葉
冬：水仙

サイン・ファニチャー

養浩館庭園

片町界隈

足羽川の桜

足羽山

住居地域

福井駅

四季彩の散歩道

越前和紙和紙×越前指物=まちなかなかサイサインン

笏谷石×季節の植栽＝四季彩 ベンチ

笏谷石による石垣笏谷石による石垣

笏谷石による茶碗笏谷石による茶碗 越前指物越前指物

越前和紙 越前和紙 【春】
足羽川に咲く桜

【春】
足羽川に咲く桜

【夏】
足羽山に咲く紫陽花

【夏】
足羽山に咲く紫陽花

【秋】
養浩館庭園の紅葉

【秋】
養浩館庭園の紅葉

【冬】
越前岬水仙ランドに咲く水仙

【冬】
越前岬水仙ランドに咲く水仙

パーキング等の低未利用地

城址を核として、歴史・自然・食文化・暮らしを、
特産品と四季彩で繋ぐ
本計画は城址を核としたエリア内外のネットワークを、福井固有の特産品と四季彩によって形成してい
くことで、「福井の持つ歴史的な魅力を四季の移ろいとともに感じられる」情緒あふれる街並みを、福
井の新たな城下町らしさとして提案するものである。

都市のリニューアルと緑豊かで歴
史情緒あふれるまち並みの整備
対象地区は、福井の歴史を語るうえで最も重要な歴史資源で
ある城址があり、かつての城下町といった名残を感じること
ができる。また周辺には足羽山、足羽川といった福井を代表
する自然環境がある。しかし対象敷地においては駅前といっ
た好立地の一方で、コインパーキング等の低未利用地や老朽
化した建物が目立ち、市民のための憩いの場や市民文化活動
を行うための空間の整備といった課題を抱えている。都市の
リニューアルに合わせて、緑豊かな憩いの場の整備や市民文
化活動の為の空間、そして福井の豊かな歴史を歩きながらに
感じれるような、新たなまちの姿が必要となる。

本計画は県都デザイン戦略に則り、短期・中期・長期の３つの目標年次に沿って提案を行う。長期目
標年次として設定している、2050 年段階の福井ヴィジョンを実現する為に、実現可能性の高いスケー
ルの小さい提案から計画をスタートしていく。
初期の空間的にも時間的にもコストの小さい提案は、県民・市民が県都への誇りや愛着を醸成するた
めの場をつくる提案である。順次、スケールを大きくするに従って新たな文化、創造性を育む場と、
それらの市民活動を都市に発信する場をつくっていく。

対象地区に隣接するエリアには養浩館庭園や北の庄城址、浜町等の豊かな歴史資源が各所に点在している。城址を核と
して、これら各所に点在している歴史資源のつながりを強化する、魅力的な街路空間を整備することにより、隣接する
エリアと対象地区との回遊性を強化し、人々の行き交う賑わいを創出していく。

整備を行う上で、福井の特産品である笏谷石や越前和紙、越前指物といっ
た素材や城址の石垣の布積みといったデザイン手法を用いる。それらをス
トリートファニチャー等の整備に積極的に活用することで、統一感のある
まちなみと、まちへの誇りや愛着を醸成するための通り/場を創出する。

福井の四季折々の美しさを彩る植物に着目する。例えば、春の足
羽川に咲く美しい桜や、夏の足羽山に咲く紫陽花である。こうし
た福井の特徴的な植物を用いて、四季に応じたまち並みの美しさ
を演出する。

かつての福井城址は、輪郭式平城といった都市構造を有する個性的な城下町であった。
多数の堀を「渡る」といった空間体験は、福井城址を特徴づけるものである。
まちづくりを進める上で、市民がかつての堀の記憶を体感できる道やサイン整備を行っ
ていく。

対象地区のエリアゾーニングと
低未利用地プロット図 旧堀のプロット図

堀跡

堀のあった場所の仕上げを変え、
かつての堀を体験できる

旧堀と道の交点

まちづくりの方針

新たな城下町の楽しみ方

対象地区の現状

1

3 4 5

2

市民活動と歴史発信の舞台となる城址公園をつくるあつまるあつまる

2050 年を見据える

城址の都市構造 を手掛かりとする 四季の彩りに着目する 特産品 を活用する

歴史資源 のネットワークを強める

福井城址周辺に点在する養浩館庭園や特徴的な地区を回遊す
る歴史のみちに、福井市の特徴的な植物が彩る四季彩の散歩
道をつなげ、福井の歴史や福井らしい風景を楽しめる街路空
間を整備する。四季彩の散歩道は、「春：桜」「夏：紫陽花」「秋：
紅葉」「冬：水仙」からなり、季節の変化を体感しながら歴
史と共生するまちへと育てるものである。

街路空間の整備にあたっては、四季折々の植物に加え、笏谷
石や越前和紙・越前指物といった福井市民にとって愛着のあ
る素材やデザインを、ベンチやサイン、生垣、街灯等のストリー
トファニチャーに積極的に用いる。それにより、福井市民が
生活する中でまちへの誇りや愛着を醸成するための場が生ま
れる。

中央公園を市民の憩いの広場として整備し、城址を観光者
向けの情報発信の場として整備する。
中央公園は、現在提示されている基本計画に則り、フリー
マーケットやライブ、アートイベントといった市民活動の
可能なスペースを設け、創造的、文化的活動の情報発信を
行っていく場とする。福井城址は、県庁、警察署、議会の
移転後に、段階的に天守閣や櫓等を復元し、歴史情報発信
拠点として整備を行う。

福井城址内には城址に関する史料や、市の歴史等を閲覧でき
る歴史博物館の別館や休憩所を併設し、短期計画の中で中央
公園内に計画されているビジターセンターを移転することで
観光者向けの歴史情報発信拠点として機能を集約する。これ
ら２つの公園がヒューマンスケールであり歴史的外観を持つ
御廊下橋で繋がる事により、市民活動発信の場と歴史的情報
発信の場を接続し、憩いと創造的活動、そして歴史が緩やか
に繋がっていく、県都の顔となる城址公園として整備する。

城址公園周辺の魅力を向上していく為に、城址を核として
四方に延びる彩道を整備する。４つの彩道は、「歴史の彩道」
「食と文化の彩道」「商いの彩道」「職と住の彩道」として地
区ごとの魅力を活かしたテーマを設定し、それぞれの彩道

は城址の石垣を借景とする。沿道には各彩道に沿ったテー
マの町並みが展開することで、地区ごとの魅力が都市全体
の個性を向上させるとともに、かつての城下町らしさを現
代的に再生する。

福井城址公園

建物の更新と街区の再構築が
必要となるエリア

業務機能等の
強化エリア

舞台舞台の歴史歴史 舞台の と
～新たな城下町をつくる～

登録番号　１７-①

商業・業務
エリア

憩い・文化
エリア

都市住居
エリア

歴史体験
エリア

公園・憩い
エリア

エリア特性

職と住の彩道職と住の彩道

歴史の彩道

食と文化の彩道食と文化の彩道
商いの彩道商いの彩道

A2レイアウト140115（１枚目）.ai   1   2014/01/16   10:36:20


